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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成30年8月23日(2018.8.23)

【公表番号】特表2017-523969(P2017-523969A)
【公表日】平成29年8月24日(2017.8.24)
【年通号数】公開・登録公報2017-032
【出願番号】特願2017-503549(P2017-503549)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 413/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 413/14     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 417/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｋ  11/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  413/04     ＣＳＰ　
   Ｃ０７Ｄ  413/14     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  417/04     　　　　
   Ｃ０９Ｋ   11/06     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年7月11日(2018.7.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物であって、

【化１】

式中、
　－Ａが、電子求引基を表し、
　－Ｄが、電子供与基を表し、
　－Ｘが、Ｏ、Ｓ、及びＮＲからなる群から選択され、式中、Ｒが、Ｈ、アルキル基、ア
リール基、及びヘテロアリール基からなる群から選択され、
　－ｎが、１～４の整数であり、
　－ｍが、１～６の整数であり、
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【化２】

が、６～２２個の炭素原子と、Ｎ、Ｓ、及びＯからなる群から選択される１～３個のヘテ
ロ原子（複数可）とを含む、縮合二環式芳香族ラジカルを表し、
　前記ＯＨ基が以下のラジカル
【化３】

に対して前記縮合二環式芳香族ラジカルのオルト位にある、化合物。
【請求項２】
　以下の式（ＩＩ）を有し、

【化４】

　式中、
　－Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、及びＲ4が、互いに独立して、Ｈまたは電子求引基Ａを表し、
　－Ｒ5、Ｒ6、Ｒ7、及びＲ8が、互いに独立して、Ｈまたは電子供与基Ｄを表すか、
　　あるいはＲ5及びＲ6が、これらを担持する炭素原子と共に、４～６個の原子を含む少
なくとも部分的に不飽和の環を形成し、前記環が、Ｎ、Ｏ、及びＳからなる群から選択さ
れる少なくとも１個のヘテロ原子を含み、前記環が、任意に、少なくとも１つの電子供与
基Ｄによって置換されるか、
　　あるいはＲ6及びＲ7が、これらを担持する炭素原子と共に、４～６個の原子を含む少
なくとも部分的に不飽和の環を形成し、前記環が、Ｎ、Ｏ及びＳからなる群から選択され
る少なくとも１個のヘテロ原子を含み、前記環が、任意に、少なくとも１つの電子供与基
Ｄによって置換されるか、
　　あるいはＲ7及びＲ8が、これらを担持する炭素原子と共に、４～６個の原子を含む少
なくとも部分的に不飽和の環を形成し、前記環が、Ｎ、Ｏ、及びＳからなる群から選択さ
れる少なくとも１個のヘテロ原子を含み、前記環が、任意に、少なくとも１つの電子供与
基Ｄによって置換され、
　－Ｘ、Ａ、及びＤが、請求項１で定義された通りであり、
Ｒ5及びＲ6、またはＲ6及びＲ7、またはＲ7及びＲ8のうちの少なくとも１つが、前記少な
くとも部分的に不飽和の環を形成し、
Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、及びＲ4のうちの少なくとも１つが、電子求引基Ａであり、
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式（ＩＩ）の前記化合物が、少なくとも１つの電子供与基Ｄを含む、請求項１に記載の化
合物。
【請求項３】
　前記電子供与基Ｄが、
　－Ｏ-、
　－ＯＲaであって、式中、Ｒaが、Ｈであるか、またはアルキル基である、ＯＲa、
　－ＮＲbＲcであって、式中、Ｒb及びＲcが、互いに独立して、
　　・Ｈ、
　　・アルキル基、及び
　　・アリール基からなる群から選択される、ＮＲbＲc、
－ＮＨＣ（Ｏ）Ｒdであって、式中、Ｒdが、
　　・アルキル基、及び
　　・アリール基からなる群から選択される、ＮＨＣ（Ｏ）Ｒd、
－アリール基、ならびに
　－アルキル基からなる群から選択され、
　前記アルキル基及びアリール基が、任意に、少なくとも１つの電子供与基で置換される
請求項１または２に記載の化合物。
【請求項４】
　前記基Ａが、
　－ハロゲン、
　－Ｃ（Ｏ）Ｒeであって、Ｒeが、
　　・Ｃｌ、
　　・Ｈ、
　　・ＯＲfであって、Ｒfが、Ｈであるか、またはアルキル基である、ＯＲf、及び
　　・アルキル基からなる群から選択される、Ｃ（Ｏ）Ｒe、
　－ＮＯ2、
　－ＳＯ2ＮＲgＲhであって、Ｒg及びＲhが、互いに独立して、アルキル基、またはアリ
ール基を表す、ＳＯ2ＮＲgＲh、
　－ＣＮ、
　－ＣＦ3、
　－ハロゲン、ＮＯ2、ＣＮ、Ｃ（Ｏ）Ｒe、ＳＯ2ＮＲgＲh、及びＣＦ3から選択される少
なくとも１つの基で置換されたアルキル基であって、式中、Ｒe、Ｒg、及びＲhが、上記
で定義された通りであり、前記アルキルが、ヘテロアリールで任意に置換され、前記ヘテ
ロアリールが、置換ヘテロアリールで任意に置換される、アルキル基、
　－ハロゲン、ＮＯ2、ＣＮ、Ｃ（Ｏ）Ｒe、ＳＯ2ＮＲgＲh、及びＣＦ3から選択される少
なくとも１つの基で置換されたアリール基であって、式中、Ｒe、Ｒg、及びＲhが、上記
で定義された通りである、アリール基、
　－－Ｓ（Ｏ）2－Ｗであって、Ｗが、置換ヘテロアリールで任意に置換されたヘテロア
リールである、－Ｓ（Ｏ）2－Ｗ、
　－ＳＯ3Ｈ、
　－以下の式
【化５】

を有するラジカル、ならびに
－Ｎ+ＲiＲjＲkＲlであって、式中、Ｒi、Ｒj、Ｒk、及びＲlが、互いに独立して、Ｈで
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あるか、またはアルキル基であり、前記アルキル基が、ハロゲン、ＮＯ2、ＣＮ、Ｃ（Ｏ
）Ｒe、ＳＯ2ＮＲgＲh、及びＣＦ3から選択される少なくとも１つの基で任意に置換され
、Ｒe、Ｒg、及びＲhが、上記で定義された通りである、Ｎ+ＲiＲjＲkＲl、からなる群か
ら選択される、請求項１～３のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項５】
　前記基Ａが、π電子共役鎖を含む、請求項４に記載の化合物。
【請求項６】
　前記基Ａが、
【化６】

または
【化７】

である、請求項４に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ5及びＲ6が、これらを担持する炭素原子と共に、５個の原子を含む少なくとも部分的
に不飽和の環を形成し、前記環が、Ｎ、Ｏ、及びＳからなる群から選択される少なくとも
１個のヘテロ原子を含み、前記環が、少なくとも１個の電子供与基Ｄによって任意に置換
された、請求項２～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　以下の式（ＩＩＩ）を有し、
【化８】

　式中、
　－Ｒ9及びＲ10が、互いに独立して、Ｈまたは電子供与基Ｄを表し、
　－Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ8、Ｘ、及びＤが、請求項１～４のいずれか一項で定義
された通りである、請求項１～７のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項９】
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　以下の式（ＩＶ）を有し、
【化９】

　式中、
　－Ｒ11が、Ｈまたは電子供与基Ｄを表し、
　－Ｒ1、Ｒ2、Ｒ3、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ8、Ｘ、Ａ、及びＤが、請求項８で定義された通りであ
る、請求項８に記載の化合物。
【請求項１０】
　以下の式（Ｖ）を有し、
【化１０】

　式中、
　－Ｒ’及びＲ’’が、互いに独立して、Ｈであるか、またはアルキル基を表し、
　－Ｒ3、Ｒ5、Ｒ8、及びＸが、請求項２～９のいずれか一項で定義された通りである、
請求項９に記載の化合物。
【請求項１１】
　下記からなる群から選択される、請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物。
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【化１１】
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【化１２】

【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の少なくとも１つの化合物を含むまたはこれらか
らなる固体材料（Ｓ）。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の１つ以上の化合物と、少なくとも１つのポリマ
ー及び／もしくはポリマー材料ならびに／または有機マトリックスとを含み、前記有機マ
トリックスが、任意に無機材料を含む材料（Ｍ）。
【請求項１４】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の少なくとも１つの化合物、または請求項１２に
記載の固体材料（Ｓ）もしくは請求項１３に記載の材料（Ｍ）を含む、発光デバイス。
【請求項１５】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の少なくとも１つの化合物、または請求項１２に
記載の固体材料（Ｓ）もしくは請求項１３に記載の材料（Ｍ）を含む、レシオメトリック
分析のためのデバイス。
【請求項１６】
　白色光を発光するための、請求項１～１１のいずれか一項に記載の化合物、または請求
項１２に記載の固体材料（Ｓ）もしくは請求項１３に記載の材料（Ｍ）。
【請求項１７】
　蛍光プローブとしての、請求項１～１１のいずれか一項に記載の化合物、または請求項
１２に記載の固体材料（Ｓ）もしくは請求項１３に記載の材料（Ｍ）。
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